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2015年 11月 8日に実施された現行憲法下（2008年憲法）における 2度目の総選挙で、野党・
国民民主連盟（NLD）が勝利した。民族代表院（あるいは上院）と人民代表院（あるいは下院）
からなる二院制の連邦議会が 5年の任期を終えて、国軍司令官が指名する議席を除いた 4分の 3
の議席が今回改選された 1。結果、NLDは民族代表院で定数 224のうち 135、人民代表院で定数
440のうち 255を獲得した（執筆時点）。ともに単独で過半数となる大勝であった。他方、与党・
連邦団結発展党（USDP）の獲得議席数は、民族代表院で 11、人民代表院で 30 と、両院合わせ


















合計 168 323  
出典）選挙管理委員会発表より著者作成。 
 
 選挙戦は USDPとNLDとの事実上の一騎打ちであった。2012年補欠選挙で争われた 45議席
中 43議席を NLDが獲得したこともあって、自由で公正な選挙が実施されれば NLDが有利と選
挙前にはいわれていた。しかしながら、これほど大勝するとは、多くの人々にとって想定外だっ
たかもしれない。2016年 2月 1日に招集される議会では、国軍司令官が指名する軍人議員を含め
                                                   
1 人民代表院の議席数 440のうち 4分の 3にあたる 330議席が改選される予定であったが、シャン州での内戦の影響で 7つの
選挙区で選挙が中止されたために 7議席は空席となり、結果的に 323議席が争われることになった。 









なぜ NLD は大勝したのか？ 
 世論調査が極端に乏しい同国において、有権者の投票行動や NLD の勝因をデータによって探
ることは容易なことではないが、さまざまな情報から総合的に判断する限り、勝因として以下の
5点が指摘できるだろう。 








































得票率 獲得議席割合 得票率 獲得議席割合
NLD 57.68% 80.36% 57.20% 78.95%
















はヤカイン州北部での票を広く集め、民族代表院で 10 議席、人民代表院で 12 議席を獲得した。
これは少数民族政党として最大の議席獲得数である。2010年総選挙ではANDPが 16議席獲得し
ており、わずかに議席を伸ばしたことになる。これはおそらく主要政党が統合した結果、ヤカイ










                                                   
3 さらに、これまで認められていたムスリムの暫定 IDカード保持者たちの選挙権が今回は認められなかったことも仏教徒ヤカ
イン人の利益を代表する ANPの議席増加に影響したと思われる。州北端部の選挙区においては、そうしたムスリムが多く住み、
2010年選挙では USDPが彼らの票を得て勝利していたが、今次選挙では ANPが議席を獲得した。 
 http://www.ide.go.jp 













民族代表院 12 12 100.00 68.78
人民代表院 36 37 97.30 68.18
民族代表院 10 12 83.33 61.69
人民代表院 31 36 86.11 60.75
民族代表院 12 12 100.00 66.32
人民代表院 25 25 100.00 66.55
民族代表院 12 12 100.00 61.56
人民代表院 27 28 96.43 61.34
民族代表院 12 12 100.00 69.78
人民代表院 10 10 100.00 71.37
民族代表院 12 12 100.00 72.70
人民代表院 44 45 97.78 70.94
民族代表院 12 12 100.00 54.53
人民代表院 25 26 96.15 53.98
民族代表院 82 84 97.62 64.18
人民代表院 198 207 95.65 63.63
民族代表院 10 12 83.33 46.55
人民代表院 12 18 66.67 46.42
民族代表院 9 12 75.00 48.53
人民代表院 6 7 85.71 55.08
民族代表院 10 12 83.33 46.67
人民代表院 6 7 85.71 45.26
民族代表院 9 12 75.00 38.27
人民代表院 7 9 77.78 37.64
民族代表院 11 12 91.67 49.41
人民代表院 10 10 100.00 50.15
民族代表院 1 12 8.33 16.59
人民代表院 4 17 23.53 16.21
民族代表院 3 12 25.00 28.30
人民代表院 12 48 25.00 27.43
民族代表院 53 84 63.10 33.76
人民代表院 57 116 49.14 33.49
民族代表院 135 168 80.36 57.68
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5 
現にむけて慎重を期すアウンサンスーチーの態度も理解できる。今のところ、大統領も国軍司令
官もNLDへの平和的な政権移譲を保証しており、混乱が起きる可能性は低い。2月の議会招集の
のち、正副大統領の選出、組閣を経て、NLD主体の政権が成立する見込みである。 
ただ、総選挙で勝利した政党への政権移譲すら不安視される状況であるから、その後の NLD
政権がどのように構成され、どのように運営されるのかはいまだ不明確である。選挙の勝利に向
けて邁進してきた同党の幹部にも、政権運営の具体的なイメージはないかもしれない。憲法上の
規定により正副大統領の資格がないアウンサンスーチーが誰を大統領に推挙するのか。また、彼
女は、選挙前の会見で、「自分が大統領の上に立ち」、「政府を運営する」と発言して物議をかもし
たが、その是非はおくとしても、本当に大統領でない立場から政権運営に関わるのであれば、ど
ういった仕組みで大統領に影響力を及ぼすのか。また、NLD政権になると政策は前政権からどの
ように変化するのか。憲法改正について国軍とどのように折り合いをつけるのか。外交はより親
欧米的になるのか。いずれも不明確である。政権運営のゆくえを占うにはもう少し時間が必要で
ある。 
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